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代表理事：自己紹介



2️⃣ 活動の原点

代表理事の人生（背景）

30年の車椅子生活から始まった活動

・重度障害1級

・シングルマザーとして3人の子育て

・地域包括支援センター勤務6年

・一般社団法人Smile Again設立9年



3️⃣ 活動の広がり、10年続く活動

Å地域包括支援センターから始まった活動

八王子市内 浅川小学校 浅川中学校 東浅川小学校 陵南中学校

約10年間車椅子体験学習を継続

地域とともに ・

・浅川地区社会福祉協議会（民生委員等） ・PTA ・学校 ・地域団体

・地域包括支援センター ・一般社団法人Smile Again

「地域ぐるみの福祉学習」



4️⃣ 4 にて
活動の意味・ 地域に起きた変化

Å＜浅川地区＞

Å中学生が小学生をサポートする

Å世代を超えた「やさしさの循環」

さらに

Å災害時に人を支える行動力も育っています



5️⃣ 社会的評価

Å（経済産業省にてOPEN CARE AWARD2025 受賞）

Å希望の車椅子プロジェクト

ナイジェリアからのメッセージ

ホームページ・Facebook

をご覧ください。



6️⃣ 助成金1

Å今回の助成金は

活動拡大ではなく

10年の実践を「地域の共有財産」として整理します

具体的には 体験教材整理・共有

Å 地域資料作成

Å 講演会

Å 地域発信



6️⃣ 助成金2

車椅子ユーザーの現状

・外出をあきらめる人が多い

・介助方法を知らない人が多い

・地域に体験できる機会が少ない

結果

障害者と地域の交流が少ない



6️⃣ 助成金3

車椅子体験＆共生交流イベント

内容 ・車椅子体験

・介助体験

・バリアフリーの学び

地域住民との交流

対象 ・地域住民

・学生

・福祉関係者



6️⃣ 助成金4

助成金の使い道

助成金 150,000円

主な用途

・車椅子体験用機材

・会場費

・広報資料

・イベント運営費

Å 地域の誰もが参加できる形に



6️⃣ 助成金5

地域への効果、この活動で生まれるもの

・障害理解

・地域交流

・支え合いの地域づくり

そして

誰もが外に出られる社会へ



最後のメッセージ

車椅子は不自由の象徴ではなく

希望の道具です

この活動を

八王子の地域から広げていきたいと思います。



直近の実績（自治体関係）
ユニバーサルツーリズム推進シンポジウムIN伊豆



直近の実績（自治体関係）
東京都アクセシブルツーリズム推進シンポジウム



直近の実績（自治体関係）
ユニバーサルツーリズム推進シンポジウムIN静岡



地域での取り組み紹介



地域での取り組み紹介



地域での取り組み紹介



地域での取り組み紹介



一般社団法人Smile Again 活動詳細

公式サイト

https://www.smile-again.or.jp

Facebook

https://www.facebook.com/smile.again.information

「活動の詳細や写真・動画はホームページ・SNSをご覧ください」



ご清聴ありがとうございました。
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